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実践事例（３）実践事例（３）実践事例（３）実践事例（３）

第５・６年生 国語科 ～ 一人一人が自ら学び、生き生きと活動する児童の育成 ～第５・６年生 国語科 ～ 一人一人が自ら学び、生き生きと活動する児童の育成 ～第５・６年生 国語科 ～ 一人一人が自ら学び、生き生きと活動する児童の育成 ～第５・６年生 国語科 ～ 一人一人が自ら学び、生き生きと活動する児童の育成 ～

複式・小規模校の特性を活かして複式・小規模校の特性を活かして複式・小規模校の特性を活かして複式・小規模校の特性を活かして

１ はじめに１ はじめに１ はじめに１ はじめに

本校は全校児童16名（中・高学年が複式学級）、教職員７名の極小規模校である。素朴で素直な児童が多

く、全校児童が力を合わせて仲良く学校生活を送っている。学校の教育目標「豊かな心をもち、たくまし

く生きる田滝の子を育てる」をもとに、「進んで学習する子」「思いやりのある子」「ねばり強くやりぬく子」

の育成を目指して教育活動に取り組んでいる。また、地域とのつながりが密接で、様々な行事や学習で関

わり合い、家庭や地域が一体となって子どもの学力向上に取り組んでいる。

本校児童は、全体的に読む力や書く力、語彙力が十分ではない。また、考えや気持ちを自分の言葉で相

手に伝えることが苦手な児童も多く見られる。そこで、様々な教育活動の中に伝え合う場を設定し、伝え

るときにはねらいを明確にして相手意識・目的意識をしっかりともたせて取り組ませるようにしている。

表現方法を工夫したり、聞き手に分かりやすい言葉を考えたりすることにより、伝え合う楽しさを味わわ

せるようにしている。また、国語科の授業以外でも、多読賞を設定するなど読書活動を推進したり、朝の

ドリルタイムでの言語に関する課題学習や、全校朝の会でのスピーチに取り組んだりしている。

２ 実践例２ 実践例２ 実践例２ 実践例

(１) 単元名

第 ５ 学 年 第 ６ 学 年

物語を読んで、自分の考えをまとめよう 物語を読んで、考えを深めよう

「わらぐつの中の神様」 「海の命」

(２) 単元の目標

第 ５ 学 年 第 ６ 学 年

○ 物語を読んで自分の考えをまとめる。 ○ 物語を読んで自分の考えを深める。

(３) 身に付けさせたい力(指導目標)

第 ５ 学 年 第 ６ 学 年

○ 登場人物の相互関係や心情、場面についての ○ 登場人物の相互関係や心情、場面についての描

描写を捉え、優れた叙情について自分の考え 写を捉え、優れた叙情について自分の考えをまと

をまとめる。 める。

○ 書いたものを紹介し合い、自分の考えを広げ ○ 「海の命」を読んで考えたことを発表し合い、

たり深めたりする。 自分の考えを広げたり深めたりする。
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○ 比喩や反復などの表現の工夫に気付く。 ○ 比喩や反復などの表現の工夫に気付く。

(４) 指導計画 （第５年年全８時間 第６学年全８時間）

第 ５ 学 年 第 ６ 学 年

時 学 習 活 動 時 学 習 活 動

１ ○ 題名から想像したことを発表する。 １ ○ 「物語を読み、人物の生き方について考え

○ 全文を読み、「現在-過去-現在」の構成か よう」という学習課題の下、読み取ったこと

ら物語のあらましを理解する。 を基に紹介文を書くという見通しをもつ。

○ 読み取ったことを基に紹介文を書くとい ○ 「海の命」を通読し、書かれている内容を

う見通しをもつ。 おおまかに捉える。

○ 第一場面から第三場面までを読み、紹介 ○ 第一場面から第六場面までを読み、紹介文

２ 文を書くことを想定し、次の点を捉える。 ２ を書くことを想定し、次の点を捉える。

・ 物語の設定(時・場所・人物)、おばあ ・ 「父」の生き方

ちゃんとマサエのわらぐつに対する見方 ・ 「与吉じいさ」の生き方と「太一」の成

の違い 長

・ 作ったわらぐつに表れているおみつさ ・ 「母」の思い

んの人柄と、そのわらぐつへの見方に表 ・ 「太一」の考えの変化

れている大工さんの考え方や心の動き ・ 六つの場面構成の効果

・ マサエの変容と「現在－過去－現在」 ○ 「太一」が「クエ」との遭遇をだれにも話

６ という構成の特色 ６ さなかった理由について話し合う。

○ 作品に対する自分の考えを書き、まとめ

る。

７ ○ 心に残る言葉、文章、情景や全体の構成 ７ ○ 「父」・「与吉じいさ」・「太一」のそれぞれ

を考え、物語の紹介文を書く。 の生き方について自分の考えをまとめ、物語

（本時 ７/８）（本時 ７/８）（本時 ７/８）（本時 ７/８） の紹介文を書く。 （本時 ７/８）（本時 ７/８）（本時 ７/８）（本時 ７/８）

８ ○ 書いた紹介文を交流し、感じ方の違いに ８ ○ 書いた紹介文を交流し、友達の考え方や感

ついて感想を交流し合う。 じ方について意見交換をする。

(５) 単元の評価規準

第 ５ 学 年 第 ６ 学 年

（関） 心に残る言葉、文章、情景や、全体の構 （関） 自分の経験や体験と重ねながら、作品に

成を楽しんで読もうとしている。 描かれている登場人物のつながりや心情を

（読） 会話や心情表現、行動を表す文に注目し 読み取ろうとしている。

登場人物同士の関係、人物像、場所、時、 （読） 地の文から情報を読み取るとともに、相
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背景などを読み取っている。 互の会話や行動の奥にある機微を捉えてい

「構成」｢人物像」「表現」などの観点か る。

ら、ほかの作品との共通点や相違点を考え、 人物や出来事について、作者の考えを読

感想をまとめている。 み取り、自分の感想の理由をまとめている。

交流して、友達の感じ方との共通点や相 交流することで、考えが広がり深まるこ

違点に気付いている。 とを確かめている。

(言) 様々な表現の工夫があることを知り、そ （言） 様々な表現の工夫があることを知り、そ

の効果について意識している。 の効果について意識している。

(６) 指導に当たって （ 複式・小規模校の特性を生かした指導 )

第 ５ 学 年 第 ６ 学 年

○ ５年生２名は、これまで「あめ玉」や「のどが ○ ６年生２名は、これまで登場人物の相互関係を

かわいた」「百年後のふるさとを守る」「大造じい 捉える学習を繰り返し行ってきており、特に５年

さんとガン」で、人物像を捉え、人物の関わり合 生「のどがかわいた」で中心的に学習している。

い、関係の深まりを読む学習や人物の関係や心情 ６年生では「カレーライス」において、中心人物

を、特に情景描写から読むという学習を行ってき の心の揺れ動きに寄り添いながら、人物相互の関

た。 係や心情を読み取る学習を行った。

○ 本教材は、「現在-過去-現在」という額縁構造 ○ 本教材は、主人公・太一の少年期から始まり、

をとった作品であり、時間の行き来や、それに伴 青年、壮年になるまでの生涯が、六つの場面構成

う場面の飛躍的な転換があるなど、これまでに児 で描かれている。場面展開のはっきりした構成で

童が学習してきた物語とはひと味違ったおもしろ あり、この構成を捉えることによって、作品の山

さがある。額縁構造の効果は、第一場面（現在） 場、主題を読み取ることができる。また、作品に

と第二場面（過去）それぞれでの人物とその関係 は、主人公の少年の生き方に影響を与える人物が

が、第三場面（現在）で重なり、驚きを生むとこ 複数登場する。彼らの言葉や行動などから心情を

ろにも表れている。 想像させるとともに、人物同士の相互の関係をつ

人物の性格やものの見方・考え方は、会話や行 かませたい。

動からつかみやすく、それは作品のテーマと直接 また、作品を読むことを通して自分自身を見つ

的に関わって、児童の心にまっすぐに向かってく めるとともに、そこで感じたこと・考えたことを

る。人物の心情や情景を豊かに想像させ、題名で 交流し合うことで、自分の考えを更に深めさせた

もある「わらぐつの中の神様」の意味を考えさせ、 い。

自分が感じたことを交流させながら自分の考えを ○ 本時は、登場人物それぞれの生き方・考え方に

深めさせたい。 ついての自分の考えを発表させる。その後自分の

○ 本時は、これまでにワークシートにまとめた心 考えをもとに紹介文を書かせる。

に残る言葉（会話）や、文章、情景、登場人物の

人柄から、自分の感じたことを発表させる。その

後、作品に対する自分の考えを書き、物語の紹介

文を書かせる。

物語単元を両学年で揃えて進めていくことにより、児童は違和感なく学習することができる。
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間接指導において、児童が主体的に読み取れるために、わたる直前にワークシートを活用する。

そして、学習内容や解決の手順を明確に伝えたり、学習状況を確実に見取ったりしながら、一人

一人に応じた支援をしたい。

(７) 本時の指導

ア ねらい

第 ５ 学 年 第 ６ 学 年

○ 読後感や作品に対する自分の考えや思いを基に ○ 登場人物それぞれの生き方・考え方について自

紹介文を書くことができる。 分の考えをまとめたり、読後感を生かしたりしな

がら紹介文を書くことができる。

イ 準備物

第 ５ 学 年 第 ６ 学 年

ワークシート・掲示用ワークシート ワークシート・掲示用ワークシート

言葉のヒントカード 言葉のヒントカード

ウ 展開

第 ５ 学 年 第 ６ 学 年

わたり

指導上の留意点 ○ 学 習 活 動 直接指導 学 習 活 動 指導上の留意点 ○

評価 ◎ 評価 ◎

１ 本時の学習課題を １ 本時の学習課題を

確認する。 確認する。

物語の紹介文を書こう 物語の紹介文を書こう

○ 自分の考えをまと ２ 一人学習でまとめ ２ 一人学習してきた ○ 登場人物の生き方

めたり、友達の考え てきた登場人物の相 ことをワークシート や考え方から、感じ

を聞き自分の考えを 互関係や心情、場面 にまとめる。 たことをワークシー

練り直したりさせ の様子、表現の工夫 トに整理させる。

る。 について交流する。

◎ 交流をもとに登場
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人物の相互関係や心

情、場面の様子、表

現の工夫について考

えている。

３ 交流したことをも ３ ワークシートにま ◎ 自分の考えと同じ

○ 紹介文で必ず入れ とに紹介文を書く。 とめたことを交流す 意見に共感したり、

る事項を確認する。 る。 違う意見を認めたり

・作品名 することで自分の考

・あらすじ、読後感 えを深めている。

・心に残る言葉、情

景、表現の工夫等

・自分の宝物

◎ 作品に対する自分

の考えや宝物を紹介

しながら紹介文を書 ４ 交流したことをも ○ 紹介文で必ず入れ

いている。 とに紹介文を書く。 る事項を確認する。

・作品名、読後感

・あらすじ

・登場人物の生き方

考え方から感じた

こと 等

◎ 登場人物それぞれ

の生き方・考え方に

ついて自分の考えを

まとめ、紹介文を書

いている。

４ 学習の振り返りを ５ 学習の振り返り

行う。 を行う。

【紹介文の発表】

エ 授業評価の観点

○ 効果的なわたりやずらしが行われているか。



- 6 -

○ 間接指導の時、児童が進んで学習に取り組むための手立てが行われているか。

○ 児童にコミュニケーションの楽しさを実感させるための手立てが為されているか。

オ 児童の書いた紹介文【６年生 海の命】

(８) 考察

○ ５・６学年共に学習のめあてが「紹介文を書こう」だったので、両学年一斉に導入を行ったり、

直接指導・間接指導がずれるように計画をしたりすることで大切な場面での児童との関わりが増え、

適切な指導や支援ができた。

○ 少人数のよさを生かし、これまでの児童の進度や内容を累積することで、各児童への支援や授業

の展開など、次時につなげることができた。

○ 授業がスムーズに流れるようにわたりやずらしについての研修を行うことや学習リーダー・学習

の手引きについて考えたり、授業のルール作りを考えたりしていく必要がある。

３ おわりに３ おわりに３ おわりに３ おわりに

今回の授業では、同単元・同内容で進めたので、５・６年ともに直接指導の場面を多くとることができ

た。普段、ペア学習が多く多様な意見が出にくいが、今回は４人で意見交換ができたので紹介文を書くた

めのヒントやアイディア等がたくさん出た。特に５年生は、昨年度学習をして内容が分かっている６年生

からの意見をもらい、たいへん参考になったようだ。６年生にとっても紹介文の書き方の振り返りにもな

ったようで、お互いに学習を深めることができたように思える。

両学年とも同内容で進めることにより、互いにプラスになるところも多くあったが、今後は、単元の時

数の違いや評価規準、学年が違うことによる理解力の差などについても考え、児童の理解不足や負担にな

らないよう、授業の展開の工夫や教材・教具の準備、評価の検討を重ねていきたい。
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